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府中市福祉計画策定のための調査【分野横断】 

グループインタビューの概要 

 

１ 地域福祉の担い手グループインタビュー 

・ 日ごろの活動状況や活動する上での課題、府中市との協働に向けた意向を把握し、今後の支援方法、

市との協働の方向性を検討する。 

 

対象者 
地域福祉の担い手（ボランティア団体、NPO法人、認知症サポーター（キャラバン・メイト）、地域貢

献活動を行っている社会福祉法人・企業等） 

実施時期 令和元年10・11月、曜日・時間等は検討 

場所 市役所 

実施手法 ５～６人のグループインタビュー、２グループ 

テーマ（案） 

①活動状況（事前にアンケートで把握） 

  ○活動人数、活動内容、エリア、今後力を入れていきたいこと等 

②活動をする上での課題 

  ○活動上の問題点 

  ○支援等を行う上で難しい事例 

  ○圏域を変更した場合の課題 

③府中市の課題 

  ○府中市の地域課題として考えていること 

  ○解決や支援が困難なケース 

④府中市との協働の方向性 

  ○府中市と協働で行っていること、課題 

  ○府中市と協働で今後行いたいこと 
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２ 相談支援機関グループインタビュー 

・ さまざまな相談機関の現状と課題等を把握し、多機関協働による包括的な相談支援体制の方策を検

討する。 
 

対象者 
地域福祉推進課、生活援護課（相談担当、自立生活支援担当）、民生委員児童委員協議会、地

域包括支援センター、地域生活支援センター、子ども家庭支援センター、社会福祉協議会等 

実施時期 令和元年10・11月、曜日・時間等は検討 

場所 市役所 

実施手法 ５～６人のグループインタビュー、２グループ 

テーマ(案) 

①相談の現状 

  ○複合的な課題を抱えるケースの事例、対応 

②相談の課題 

  ○複合的な課題を抱えるケースに支援が難しいと感じること 

③多分野で連携を進めていく上での現状と課題 

  ○連携の現状と課題 

  ○圏域内・圏域外の連携、圏域を変更した場合の課題 

④多機関連携の方向性 

  ○調整役・調整会議等のあり方 

３ 生活支援機関グループインタビュー 

・ 市民の普段の生活を支える事業者・企業から地域課題を把握するとともに、今後の地域貢献の方向

性、市と協働の方向性を検討する。 
 

対象者 普段の事業活動から地域の課題を把握している府中市内の生活関連の事業者・企業 

実施時期 令和元年10・11月、曜日・時間等は検討 

場所 市役所 

実施手法 ５～６人のグループインタビュー、２グループ 

テーマ(案) 

①事業所概要（事前にアンケートで把握） 

  ○職員数、事業内容等 

②地域貢献活動の内容 

  ○地域貢献活動をしている場合の内容 

③事業活動をする上で感じる課題 

  ○事業活動をする上で直面する困難ケース 

  ○事業活動をする上で考える地域課題 

④府中市との協働の方向性 

  ○府中市と協働で行っていること、課題 

  ○府中市と協働で今後行いたいこと 

 


